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ヒューマンエラーを軽減し、働き方改革を推進する 

統合業務パッケージ『SMILEシリーズ』最新版を発売 

 
報道関係各位                              2017 年 5 月 17 日 
                                            No.1703 

 

 

 

 

 

 

ソフトウェア開発の株式会社 OSK（本社：東京都墨田区、代表取締役社長：宇佐美 愼治）は、 
統合業務パッケージ『SMILE BS 2nd Edition Rel.6』『SMILEes 2nd Edition Rel.4』の最新版 
を、2017年 5月 19日に発売します。 

 
昨今、多くの企業は、個人情報保護法強化やストレスチェックの義務化などの制度改正に加え、

消費税の改正や労働基準法への対応、データの機密性確保等、様々な対応を求められています。 
政府による「働き方改革」が進められる中で、ますます増加する業務負荷に対し、いかに効率的 
に働くかは重要な検討課題です。長時間労働の是正と生産性の向上が求められている現在、
SMILEシリーズ最新版では、ヒューマンエラーを削減し、業務の二度手間やチェック等の非効率
な業務の時間短縮を実現します。 

 
人と業務を繋ぐSMILEシリーズは、初代から35年を超える歴史の中で、お客様からのご要望を 

数多く反映した機能強化を繰り返し、利便性を高めてきました。Excel管理やオーダーシステム 
では迅速な対応が難しい業務についても生産性を向上させ、働き方改革を推進します。 
 
 
■主な機能強化概要 
 ◇Webで実施するソフトウェア更新において、法改正対応に係わるソフトウェア更新が存在す 

る場合に、メニュー起動時にメッセージを表示します。サポートページで更新内容を確認し 
て処理ができるので、対応漏れを防止しスムーズな更新が行えます。 

 ◇テキストデータ取込の際に、取込対象のファイルが既に取り込み済みである場合、「誰が」 
「いつ」処理を行っているのか履歴を表示して、続行するか否かを選択できます。複数人で 
作業を行う運用では、二重取り込みの防止に有効です。 

 ◇消費税の改正や軽減税率を見据えて、「請求書」「支払書」「見積書」等の各種帳票や入力 
  処理への対応を行っています。 
 ◇伝票承認機能を利用する場合、未承認伝票の実績を加味した帳票出力が行えます。合計残高試 

算表→内訳残高一覧表→元帳へのドリルダウンで、効率的なチェックが行えます。 
 ◇給与/賞与明細書の任意の 2ヵ月について内容比較をする帳票や、月額変更届の対象外社員に 

ついて該当しない理由を一覧表示する等、チェック時間の短縮を図る機能を追加します。 
 
 
 

NEWS Release 



 

株式会社 OSK 

- 2 - 

 
■SMILEシリーズ機能強化内容のご紹介ページ 
 http://www.kk-osk.co.jp/products/smile_bs/reinforce/20170501.html 
 
 
【製品名とメーカー希望価格（税別）】 
 ◇SMILE BS 2nd Edition Rel.6（スマイルビーエスセカンドエディション リリースシックス） 

・販売（ベースモデル） 500,000円～ 
・会計（ベースモデル） 250,000円～ 
・人事給与（ベースモデル） 250,000円～ 

 
 ◇SMILEes 2nd Edition Rel.4（スマイルイーエスセカンドエディション リリースフォー） 

・基準情報（10クライアント付） 5,000,000円～ 
・販売 5,000,000円 
・会計 2,500,000円 
・人事給与 2,500,000円 

 
 
【発売開始日】  
◇2017年 5月 19日（金） 

 
※「SMILE」は株式会社 OSKの登録商標です。 

※ 文中に記載の製品名等固有名詞は各社の登録商標または商標です。 

 
 
お客様お問い合わせ先  
株式会社 OSK TEL：03-5610-1651 FAX：03-5610-1692 
マーケティング本部 企画販促課 e-mail：smile@kk-osk.co.jp 

                              
報道関係お問い合わせ先 
株式会社 OSK TEL：03-5610-1670 FAX：03-5610-1692 
マーケティング本部 広報担当 e-mail：koho@kk-osk.co.jp 
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